
Kuroshio Biosphere 
Vol. 17, No. 1, June 2020, pp. 18-21 

＊連絡先著者 TEL: 0880-62-7077; FAX: 0880-62-7078; E-mail: koeda175@kuroshio.or.jp 

 

四国初記録のフグ科の稀種ワモンフグ 
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Abstract Twelve species of the genus Arothron (Tetraodontidae) have been recorded from 

Japanese waters. A single large adult specimen of a rare pufferfish, Arothron reticularis (Bloch & 

Schneider, 1801), was currently collected from off Komame, Otsuki, Kochi, southwestern 

Shikoku. This species can be distinguished from its congeners by the characteristic coloration. 

This species has previously recorded from Boso Peninsula, and Okinawa-jima and Iriomote-jima 

islands, but not from Shikoku. The present specimen represents the first record of the species 

from this area. 
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はじめに 

 

フグ科モヨウフグ属は体を側面からみると楕円形で断面が丸い、体側下方に皮褶がない、

下顎の先端が側面からみると丸い、2 つに分かれた皮弁が鼻器にあるなどの特徴をもつ（松浦 

2016）。本属からは、インド・太平洋から 14 有効種が知られており、日本からはこのうち 12 種

が記録されている（松浦 2016）。 

2019 年 7 月 5 日に高知県大月町古満目沖の水深約 40 m に設置された大型定置網に 1

個体のワモンフグ Arothron reticularis (Bloch & Schneider, 1801) が迷入した。本種はこれま

で日本国内において房総半島と沖縄島および西表島という限られた海域からのみ記録があっ

た種であり、この標本は、本種の四国沿岸からの初めて記録となるため、ここに報告する。 
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方法と材料 

 

標本の計測・計数方法は Dekkers (1975) にしたがった。各形質をノギスにより 0.1 mm 単

位で計測し、体長または頭長に対する百分率で示した。標準体長は SL (standard length) と表

記した。記載は高知県古満目沖産の標本に基づく。生鮮時の色彩の記載は、固定前に撮影

された標本のカラー写真に基づいた。本報告に用いた標本は、黒潮生物研究所（KBF）に保

管されており、上記の生鮮時の写真は同研究所のデータベースに登録されている。 

 

結果 

 

Arothron reticularis (Bloch & Schneider, 1801) 

ワモンフグ（Fig. 1） 

 

標本 KBF-I 304、359.7 mm SL、高知県大月町古満目沖（32 ° 47 ′ 09 N, 132° 42 ′ 13 E）、水

深 0–40 m、2019 年 7 月 5 日、定置網、今北大介。 

記載 背鰭条数 10；臀鰭条数 10；胸鰭条数 19（最上部のこぶ状鰭条を含む）；尾鰭条数 10。

体各部測定値の SL に対する割合（%）：頭長 35.9；吻長 15.0；最大体高 34.8；胸鰭基部での

体高 32.3；背鰭基底後端における体高 25.4；体幅 30.6。体各部測定値の頭長に対する割合

（%）：両眼間隔 53.8；水平眼径 23.1；頭背縁から眼の距離 3.2；鼻孔皮弁長 7.2；吻端から鼻孔

皮弁までの距離 31.4；鼻孔皮弁から眼までの距離 12.5；口幅 27.9；上唇高 4.9；背鰭最長（第

4 条）鰭条長 52.5；背鰭最短（第 10 条）鰭条長 34.8；背鰭基底長 22.9；臀鰭最長（第 6 条）鰭

条長 50.0；臀鰭基底長 22.3；胸鰭最長（第 3 条）鰭条長 43.6。 

体は楕円形で、断面は丸い。尾柄部は側扁する。体高は胸鰭付近で最大となる。体は背鰭、

臀鰭、胸鰭基部を除いて多数の小棘に被われる。体側下方には皮褶がない。眼は体背縁より膨

出する。眼の直前に位置する鼻孔の皮弁は明瞭に二叉する。下顎の先端は側面からみると丸い。

背鰭は臀鰭より前に位置し、背鰭基部後端は臀鰭起部の直上よりわずかに前方。胸鰭と尾鰭は

截形で、後縁はゆるやかに丸みを帯びる。鰓孔は裂孔状で、胸鰭の直前に位置する。 

鮮時の体色―体全体の地色は緑褐色で、腹面は白い。頭部から胸鰭下部にかけて白色

斜帯があり、眼と鰓孔部は環状白色帯に囲まれる。後頭部から胸鰭基部より後方の体全体に

かけて瞳孔から眼と同大の白色円斑が散在する。体側後部腹側では白色斑同士が繋がり、

虫食い模様となる。背鰭、臀鰭、胸鰭は淡黄色。胸鰭基部は黒色で、その前方に位置する鰓

孔の周辺は黒くない。尾鰭は緑褐色で、体側のものより大きい白色円斑が密在する。虹彩は

黄色。唇と鼻孔の皮弁は淡緑色。 
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分布 本種はインド以東のインド洋およびフィジー以西の太平洋に分布する（松浦 2016）。日

本国内では房総半島、沖縄島、西表島からのみ記録されていたが（山田・柳下 2013；松浦 

2016）、本研究により高知県大月町からも確認された。 

 

備考 高知県大月町沖から得られた標本は、体の腹面に暗色横帯がない、鰓孔の周辺は黒

くない、頭部から胸鰭下部にかけて白色斜帯があるなどの色彩や形態学的な特徴が山田・柳

下（2013）や松浦（2016）の示したワモンフグ Arothron reticularis の特徴と一致した。本種は

 
Figure 1. Fresh specimen of Arothron reticularis collected from off Otsuki, Kochi, Japan. KBF-I 304, 

359.7 mm SL. Top: lateral view; middle: dorsal view; bottom: ventral view. 
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Matsuura and Toda (1981) により沖縄島本部町の渡久地港から得られた標本に基づき国内か

ら初めて報告された。しかし、その後の報告例は限られており、沖縄島に加え、房総半島と西

表島からのみ知られていた。このように、これまで本種の四国沿岸からの記録はなく、高知県

大月町沖から得られた標本は四国沿岸からの初めての記録となる。 
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